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自己点検および外 評価を実施するにあたって

　　　　　　　

　土木工学科　教授　田野久貴(前学科主任)

ここ数年来，少子化を主要因として大学を取り巻く環境が大きく変化しつつ

ある．この影 は，一般には大学のあらゆる専 分野に及ぶと えよう．それ

らの中でも，土木の分野は，歳費の伸び悩み等から公共事業の見直しやその縮

減の影 をもろに受けつつある．これらの現象は，前者は入り口の問題である

とすると，後者は出口の問題に対比されよう．

一方，時を同じくして教育の中味，それも隅々までその透明性を めたシス

テムの構築・改善要請がなされるようになった．これまでも授業のやり方の改

善などが叫ばれ，また工業教育の現場からの種々の体験報告や提案がなされて

きた．すなわち，ファカルティ・デベロプメント，いわゆるＦＤである．本来，

大学人である上は常に教授法の改善を心がけるべき立場にあるといえるが，こ

のＦＤに対する関心の程度や取り組み方において，組織や個人として温度差が

なかったとは えない．個々のＦＤに関する要求が大海における「さざ波」と

すれば，前述した教授法のみならず大学全体を包括したシステムの改善要請は，

いままでに経験したこともない「暴 波浪」とでも えるものである．これに

伴う大きなうねりは，外洋を航海中の，あるいは，港や入り江に停泊中の大小

様々な「ふね」さえ，大きくゆさぶりつつある． い航海に耐えるには，これ

ら「大学丸」自身が，動力機関や舵はもちろんのこと，船窓やマストの先に至

るまで自己点検を実施して，タラップを磨き上げて乗客を える必要があろう．

本報告書は，以上のような背景のもとに土木工学科の自己点検結果をもとに

その内容の是 を，外 の有 者で構成される「外 評価委員会」にはかり，

ご指摘頂いた問題点および，これらへの対応策などを取りまとめたものである．

委員 をお いした柳澤栄司八戸 等工業専 学校校 をはじめ，各界を代表

する委員の方々には評価委員会での討議，その前後における報告書の査読など

を含めて，多くの貴重な時間をさいて頂いた．ここに深甚なる 意を表する．

かけ２年にわたる自己点検ＷＧとしては本書をもって一つの区切りと考える

が，ご指摘に対してそのすべてに対応できているわけでもなく，これがむしろ

「はじまり」とも えるものである．今後ともご指導・ご 撻をお い申し上

げる次第である．

前述した大学システムに対する「改善・再構築要請」はむしろ「提案」とで

も呼ぶべきものである．すなわち，各教育機関が再構築によって自らをどのよ

うな「ふね」とするのかはもちろんのこと，大洋におもむくか否かも各「大学

丸」にゆだねられているという事を肝に命じる必要がある．



外 評価を受けての土木工学科の今後の対応について

土木工学科主任　教授　 林久夫

日本大学工学 土木工学科の外 評価に際しましては評価委員の方々には，

自己点検書の査読から実地審査における評価検討及び評価書の作成に至るまで，

多大なご尽力を賜りましたことを厚く御礼申し上げます．

教育目標を始めとしてカリキュラム，教育組織，施 ，運営，研究及び業績，

予算そして社会との連携までを網羅して審査して頂くのは初めての経験であり，

科員一同，身の引きしまる思いであります．自己点検書の作成を通じてのワー

キングを中心とした作業及び土木教室会議における検討において，本学科の教

育と組織及び運営について整理し，改めてその全容を目の当たりにしたことは，

新たな改善点や展開に対する 題を浮き彫りにし，教育改善と運営における

PDCA サイクルの位置づけを明確にすることにおいて意義あるものとなりまし
た．

評価委員から頂いた評価は概ね良好とされる項目も多くありましたが，科目

群に対する教員配置と学科運営における意志決定のプロセス，カリキュラムや

シラバスの充実度，社会との連携等においては普通からややマイナスに いご

意見も頂いている．今，大学の淘汰が現実の問題となりつつある今日では，意

志決定の迅速性と実効性を めることが何よりも肝要であり，これらの評価を

真摯に受け止めて，社会や時代の要請に即した教育が可能となるように改善の

ための取り組みを行って行きたい．また，そのための教員によるファカルテイ

ー・ディベロップメント（FD）は必 の要件であり，土木教授会や教室会議の

内 の整備をはじめ各種業務の掌握事項を明確化し，早期に教育点検委員会と

教育改善委員会を 置して具体の取り組みについて検討する予定です．

本報告書は，自己点検書，外 評価委員会による評価及び土木工学科の今後

の方針で構成しています．第 3 編の土木工学科の今後の方針においては外 評

価において頂いた数々のご意見やご指摘に対して土木工学科において短期的及

び中・ 期的 題を整理して対応を協議したものです．学 との連携を一層密

にして，今後の対応の実現に向けて努力したい．

平成 17年 4月

 　 

  



本報告書の構成

　本報告書は，以下の３編で構成されている．

第１編　自己点検書

第２編　外 評価委員会による評価

第３編　土木工学科の今後の方針

　第 1編は，日本大学工学 土木工学科が構築すべき教育システムのあり方や，

今後改善すべき 題を明確にすることを第一義的な目的とし，教育システム，

つまり教育内容や教育にかかわる人的・物的資源について自己点検・評価を行

った結果をとりまとめたものである．対象とした期間は，平成 11 年度(1999)か
ら平成 15年度(2003)までの５カ年間である．
　第２編は，外 評価委員による，自己点検書(平成 16 年 10 月作成)に対する
評価・意見のまとめ(事前評価)，および平成 16年 12月 20日に実施した外 評

価委員会の結果を踏まえた自己点検書の各項目に対する評価・意見および，提

(事後評価)をまとめたものである．
　第３編は，外 評価委員が示した意見・提 を 題として整理し，今後の土

木工学科の運営・教育システムの改善の方針を示したものである．学科として

実施すべき対応については，JABEE なども念頭におき，即刻対応すべき事項に
ついては具体的に示し，中・ 期的な 題とそれへの対応の実施主体が明確と

なるように示している．
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第 3 章 組織と運営 

 
3.1 教員組織 

 

(1) 構成 
 工学部は講座制をとっていないため，土木工学科では一部の分野を除いて各教員がそれ

ぞれの研究分野ごとに教育，研究を行っている．表-3.1 に土木工学科教員の専門分野，教

員名，職名および担当科目を示す．専門分野をみると，複数の教員がいる分野と 1 人のみ

の分野があり，偏りがみられる．また，担当科目数にも大きな開きがあり，教員によって

は過度の負担を強いているため，バランスの良い科目担当を実現することが必要であろう． 
 
(2) 教員の定員と現員 

 過去 5 年間の教員の定員数と現員数の状況，全教員の出身大学(他大学出身者の割合)を
それぞれ表-3.2 に示す．各職位別の学位取得者数をあわせて示した．土木工学科の特徴は，

教授には本学出身者が多いが，助教授以下の教員にしめる他大学出身者の割合は高くなっ

ている．ただし，教員の年齢構成および職位にはアンバランスが見られるので，今後これ

らを考慮した人事が必要となろう．また，教員の学位取得者数を増やす必要がある． 
 

表-3.1 教員の専門と担当科目 

 

氏 名 職 専門 担当科目 

森  芳信 教授 地盤工学
土の力学及び演習，地盤工学及び演習，土木ゼミ

ナール，卒業研究 

田野 久貴 教授 岩盤・地

質工学 
ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ，構造解析学Ⅰ及び演習，土木ゼミ

ナール，岩盤及び地質工学，構造実験，卒業研究

西村  孝 教授 環境衛生

工学 
ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ，土木ゼミナール，土木環境システ

ム工学，廃棄物工学，卒業研究 

藤田 龍之 教授 土木史・

景観工学

土木史及び概論，土木ゼミナール，施工及び管理

法Ⅰ，施工及び管理法Ⅱ，製図及び設計論Ⅰ，製

図及び設計論Ⅱ，卒業研究 

中村 玄正 教授 衛生工学

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ，下水道工学，水処理工学，土木ゼ

ミナール，水質調査法及び演習，設計・製作Ⅰ，

設計・製作Ⅱ，卒業研究 

高橋 迪夫 教授 水理学 
ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ，水理学Ⅰ及び演習，水理学Ⅱ及び

演習，土木ゼミナール，応用水理学，水工水理学，

流体工学Ⅰ，卒業研究 

五郎丸英博 教授 橋工学 
ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ，土木ゼミナール，橋梁工学，鋼構

造学，設計・製作Ⅰ，設計・製作Ⅱ，構造実験，

卒業研究 
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長林 久夫 教授 水環境シ

ステム 

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ，水理学Ⅰ及び演習，水理学Ⅱ及び

演習，土木ゼミナール，数値解析法及び演習，海

岸・港湾工学，流体工学Ⅱ，水理実験，卒業研究

古河 幸雄 教授 土質工学

測量学Ⅰ，ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ，測量学Ⅱ，土木ゼミナ

ール，土の物性学，道路工学，土質実験，卒業研

究 

藤田  豊 助教授 水域環境

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ，水理学Ⅰ及び演習，水理学Ⅱ及び

演習，土木ゼミナール，河川計画学，河川・湖沼

工学，水理実験，卒業研究 

中村  晋 助教授 地震工学

基礎力学，基礎弾性力学及び演習，ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ，

土木基礎解析，構造解析学Ⅱ及び演習，土木ゼミ

ナール，地震工学，構造実験，卒業研究 

堀井 雅史 助教授 交通計画

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ，コンピュータ入門，土木ゼミナー

ル，土木計画学，交通工学，基礎プログラミング

及び演習，都市・交通計画，応用測量学及び演習，

卒業研究 

渡辺 英彦 助教授 岩盤・地

質工学 

基礎弾性力学及び演習，基礎力学，ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ，

構造解析学Ⅰ及び演習，基礎プログラミング及び

演習，土木ゼミナール，構造実験，卒業研究 

村田 吉晴 専任講師 土木材料
構造材料学及び演習，土木ゼミナール，材料実験，

卒業研究 

佐藤 洋一 専任講師 衛生工学

測量実習Ⅰ，水資源工学，ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ，土木ゼ

ミナール，水質調査法及び演習，応用測量学及び

演習，卒業研究 

梅村  順 専任講師 地盤工学

土の力学及び演習，地盤工学及び演習，土木ゼミ

ナール，数値解析法及び演習，土質実験，卒業研

究 

知野 泰明 専任講師 土木史・

景観工学

測量学Ⅰ，測量実習Ⅰ，測量学Ⅱ，測量実習Ⅱ，

土木ゼミナール，製図及び設計論Ⅰ，製図及び設

計論Ⅱ，景観工学，応用測量学及び演習，卒業研

究 

子田 康弘 助手 コンクリ

ート構造

（コンピュータ入門，測量実習 I，構造解析学Ⅰ

及び演習，材料実験，土木ゼミナール，卒業研究）

注)下線は必修科目を，太字は講義科目をそれぞれ示す． 
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表-3.2 教員数の推移 

 
 平成 11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 現員 
教員(教授)数 
総数(学位取得者) 9(9) 8(8) 8(8) 10(10) 10(10) 9(9) 
他大学出身者 4(44) 3(38) 3(38) 3(30) 3(30) 3(33) 
教員(助教授・専任講師)数 
助教授数(学位取

得者) 
7(4) 5(3) 5(3) 4(2) 4(2) 4(3) 

専任講師数 (学位

取得者) 
6(1) 6(1) 6(1) 5(1) 5(1) 4(1) 

他大学出身者 4(31) 4(40) 4(36) 4(44) 4(44) 4(50) 
教員数(助手) 
総数(学位取得者) 0(0) 1(0) 1(0) 1(0) 1(0) 1(0) 
他大学出身者 0 0 0 0 0 0 
注) 表中の教員数の行の括弧内の数値は学位取得者数を示す． 

他大学出身者の行の括弧内の数値はパーセントを表す． 
 
3.2 運営 

 

(1) 意志決定システム 

 土木工学科の意志決定の場は，学科教室会議と土木教授会の 2 つがあり，学科教室会議

は週に 1 度開催される．土木教授会は必要に応じて開催され，教育・研究に関わる重要事

項に関しては，土木教授会が最高意志決定機関と位置づけられている．その決定内容につ

いて教室会議に報告し，科全体での意志決定としている．ただし，この意志決定プロセス

が規則に裏付けられていないことから，決議事項に拘束性がなく，意志決定システムとし

ては正常に機能しているとは言えない． 
(2) 運営システム 

 学科主任が学科関連案件を所掌している．教務関係は学務委員が所掌している．この他

カリキュラムの改訂，外部評価，JABEE などへの対応に当たっては，それぞれワーキン

ググループを設置し，素案作成にあたり，これを教授会，科教室会議に諮っている．ワー

キンググループの構成委員を付属資料—2 に示す．ただし，これらワーキンググループの

構成メンバーには偏りが目立ち，特定の教員に過度の負荷がかかっている．また，運営上

の課題が多く，運営システムは正常に機能しているとは言い難い． 
 また，今後の生き残りをかけて，JABEE をにらんだカリキュラムの改訂および申請，

定員数の検討，外部資金の獲得などを目指しているが，これらを達成するためには多くの

課題を越えなければならないであろう． 
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3.3 自己点検・評価 

 
(1) 教員組織 
 教員組織については，専門分野，年齢構成と職位にアンバランスが生じ，今後教員組織

の活性化をはかるためには，これらを考慮した長期的人事計画を策定する必要がある．ま

た，担当科目数についても担当教員でバランスのとれた負担を実現させるなどの対策を講

ずる必要があろう．さらに，教員の学位取得者率が約 70%と少なく，増やす必要がある．

また，土木工学科の教員には他大学出身者が 39%と少なく，今後，人事計画時おける公正

な能力評価の阻害，運営の硬直化が懸念され，適切な長期的人事計画の策定が望まれる． 
  
(2) 運営 
土木工学科の意志決定，運営のための組織には，内規が存在せず，決定内容を遵守しな

くとも何らペナルティが生じない．今後大学への志願者総数の減少に伴い，土木工学科の

入学者数減少などを考えると，学科存続をかけて運営，経営をしていかなければならない．

その際，重要なことは意志決定の一元化と教員全員の一致団結した学科運営システムを確

立させることが重要であると考えられる． 
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第 4 章 教育活動 

 
4.1 学生の受け入れ 

 
(1) 土木工学科 

 平成 4 年度の 120 万人をピークとして志願者総数が減少し続け，平成 19 年には受験者

全員入学の時代を迎えようとしている状況で，若者の理工系離れもあり，理工系の大学を

取り巻く社会環境は厳しさを増している．その中でも土木工学科においては，公共事業に

対する風当たりが強まり，さらに学生獲得は難しくなっている．このような状況下，土木

工学科では，他学科と同様に一般入学試験，推薦入学試験(一般高校指定校，公募，付属高

校)，AO 入学試験など選抜方法別に定めた受け入れ方針により，入学試験を実施している．

この中で，推薦入試公募制と AO 入試は志願者の学業以外の資質，たとえば学術・文化・

スポーツ・技能などに秀でていること，本学部へ強い志望意志を有しているなどが条件で

あり，入学時に必要とされる知識・能力が不足していることは否めない．そこで入学前教

育として，数学，物理，化学，英語に関して課題を配布し，レポートや答案を提出させて

いる．また，入学後のプレースメントテストにより，習熟度別クラス編成を行って授業を

実施している．ただし入試科目に数学，物理が必修となっておらず，物理を学習しなくと

も入学できるため，物理を学習しない入学者に対する対応をとる必要がある． 
 表-4.1 に土木工学科の定員と入学者数を示す．これによると，平成 13 年度と 15 年度で

は定員割れを起こしていたが，その後は定員を確保しており，経営的には成り立っている．

ただし，これは合格最低点を下げての結果であり，学生数減少のなかで，現行水準では入

学者数の減少が容易に想定できるため，大学生としての質を維持するためにも今後は定員

の削減を含めた議論が必要であると考える． 
 これに対する手当として，本報告の対象とする年次外ではあるが，最近の特色ある試み

を紹介する。平成 16 年度からは，入学者の知識不足を補うために，1 年度に設置されたフ

レッシュマンセミナーに土木工学科で土木基礎ゼミナールを設置し，担当教員が分担して

1 年生を受け持ち，教員とのコミュニケーションを通じて，大学生活に慣れさせ，かつ 1
年次設置科目の補助並びに土木工学への興味を抱かせるような講座内容とした．さらには，

外部講師を招き，土木工学の最前線で活躍されている方々から貴重な情報をいただいた．

平成 16 年度は受講者数 150 人であり，途中で棄権した学生が少なからずいたが，今後は

これら学生に対する対応も含めてフレッシュマンの勉学意欲，土木工学への関心を高める

努力を継続していきたい． 
 
(2) 土木工学専攻 

 大学院博士前期課程に進学するための選抜試験には，学内選考入学試験と一般選考入学

試験があり，一般選考試験は第 1 期と第 2 期の募集がある．学内選考への出願資格は成績

と修得単位数によって設定されている．一般選考試験は構造力学，水理学，土質力学の 3
科目の筆記試験と，英語さらには口述試験が課せられる． 
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 さらに，平成 5 年より社会人特別選抜試験を実施し，社会に出てから専門の知識を習得

したい人のために門戸を開いている．選抜試験は学部生に対する選抜試験と同様に第 1 期，

2 期に若干名の募集があり，口述試験のみが課される． 
 一方，博士後期課程に進学する学生には，外国語と口述試問のみが課され，それぞれの

専門分野の知識と英語力が試される． 
 表-4.3 に大学院博士課程前期と後期の定員と学生数を示す．これによると，前期課程へ

の進学者数は平成 13，14 年度と減少していたが，その後は増加傾向にある．後期課程に

ついては進学者が毎年いるわけではない． 
 

表-4.1 土木工学科の定員・学生総数・編入生・留学生・帰国子女学生数の推移 

 

年 度 平成 11 年 平成 12 年 平成 13 年 平成 14 年 平成 15 年 
定員 180 180 180 180 180 
学生総数 191 194 177 178 199 
内訳  一般学生 

留学生 
帰国子女 

191 
0 
0 

194 
0 
0 

177 
0 
0 

177 
1 
0 

199 
0 
0 

高専からの編入生 0 0 0 0 0 
他学科からの転科 1 0 0 0 1 
 

表-4.2 フレッシュマンセミナー「土木基礎ゼミナール」実施要領(平成 16 年前期) 

 

講座の概要 将来の展望や不安について，コミュニケーションをはかり，土木工

学の社会的な責任や社会との関わりを考える． 
授業の進め方 1.外部講師による講演(共通部分) 

①社会における土木の役割 
 水資源機構経営企画課長 越智繁雄氏 
②リサイクルについて 
 大成建設エコロジー本部技術グループ 今村聡氏 
③技術者倫理とＩＳＯ 
 オリジナル設計副社長 重宗勝人氏 
2.担当教員による独自内容(例示) 
 力学に関する計算問題の考え方について 
 パソコンの使い方応用編 
 担当教員ごとの専門分野の紹介 
 など 
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表-4.3 大学院入学者数の推移 

 

年度 平成 11 年 平成 12年 平成 13年 平成 14年 平成 15年

定員 2 2 2 2 2 博士 
学生総数 0 0 2 0 2 
定員 20 20 20 20 20 修士 
学生総数 18 16 11 8 13 

 
4.2 教育カリキュラム 

 
(1) 土木工学科 

 専門の授業科目は，表-4.4，図-4.1 に示すように，JABEE の分野別要件として習得すべ

き土木工学の主要分野を満たす①土木材料・力学一般，②構造工学・地震工学，③地盤工

学，④水工水理学，⑤国土計画・交通工学，⑥土木環境システムの 6 つの柱から構成され

ている．学生はこの中から建設コース，環境コースごとに主分野と選択分野を選び履修し，

基礎から応用まで体系的に履修させることができるような配置になっている． 
 本カリキュラムの特徴は，学年ごとに履修の目標を定め，1，2 年次は専門基礎力の充実，

3 年次にはコース設定に応じた専門応用力の習得に努め，4 年次には問題抽出，解決能力を

総合的に実践するために，卒業研究や実験，設計・製図科目を履修するように指導してい

る． 
 なお，工学部では，国際的に活躍できる技術者を育成する目的で国際工学コースを全学

科に設置しており，PE(professional engineering)資格の取得を目指す学生を対象に，PE
資格の一次試験である FE(fundamental of engineering)試験の内容に対応したカリキュラ

ムを設置している．ただし，土木工学科で国際工学コースを希望する学生はいないのが実

情である． 
 
(2) 土木工学専攻 

 表-4.5 に示すように，大学院の授業科目も①土木材料・力学一般，②構造工学・地震工

学，③地盤工学，④水工水理学，⑤国土計画・交通工学，⑥土木環境システムの 6 つの柱

から構成されており，学部教育との連続性を重視している．さらには，今後の技術者にと

って必要となってくるテクニカルラィティング，知的財産に関する授業を他学科と同様に

設置している． 
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表-4.4 土木工学科で開講されている授業科目 

 

建設コース
環境コース

測量実習Ⅱ (1) 製図及び設計論Ⅰ (1) 卒業研究 (4)
構造解析学Ⅰ及び演習 (3) 製図及び設計論Ⅱ (1)
土の力学及び演習 (3) 材料実験 (2)
地盤工学及び演習 (3) 土質実験 (2)

コンピュータ入門 (1) 水理学Ⅰ及び演習 (3) 鋼構造学 (2)
測量実習Ⅰ (1) 水理学Ⅱ及び演習 (3) コンクリート構造学Ⅰ (2)
基礎力学 (2) 土木計画学 (2)
土木史及び概論 (2) 下水道工学 (2)
測量学Ⅰ (2) 土木基礎解析 (2) 統計学 (2) ○設計・製作Ⅰ (1)
○基礎弾性力学及び演習 (3) 微分方程式 (2) 応用測量学及び演習 (3) ○設計・製作Ⅱ (1)
○水資源工学 (2) 測量学Ⅱ (2) 施工及び管理法Ⅰ (2) 火薬学 (2)

土木ゼミナール (1) 施工及び管理法Ⅱ (2) ○構造実験 (2)
○構造材料学及び演習 (3) 数値解析法及び演習 (3) ○水理実験 (2)
○基礎ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ及び演習 (3) 橋梁工学 (2)
○構造解析学Ⅱ及び演習 (3) コンクリート構造学Ⅱ (2)
○交通工学 (2) 地震工学 (2)
水処理工学 (2) ○土の物性学 (2)

岩盤及び地質工学 (2)
道路工学 (2)
応用水理学 (2)
水工水理学 (2)
河川計画学 (2)
河川・湖沼工学 (2)
海岸・港湾工学 (2)
都市・交通計画 (2)
景観工学 (2)
○水質調査法及び演習 (3)
土木環境システム工学(2)
廃棄物工学 (2)

選
択
科
目

2　　年　　次 3　　年　　次 4　　年　　次

必
修
科
目

1　　年　　次
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コンピュータ入
門

土木基礎解析 微分方程式 統計学 ○設計・製作Ⅰ ○設計・製作Ⅱ 卒業研究＊

製図及び設計
論Ⅰ

製図及び設計
論Ⅱ

測量学Ⅰ 測量学Ⅱ
応用測量学及

び演習

測量実習Ⅰ 測量実習Ⅱ 土木ゼミナール
施工及び管理

法Ⅰ
施工及び管理

法Ⅱ
火薬学

○基礎ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝ
ｸﾞ及び演習

数値解析法及
び演習

基礎力学
○基礎弾性力
学及び演習

○構造材料学
及び演習

材料実験

土質実験

構造解析学Ⅰ
及び演習

○構造解析学
Ⅱ及び演習

鋼構造学 橋梁工学 ○構造実験

コンクリート構
造学Ⅰ

コンクリート構
造学Ⅱ

地震工学

土の力学及び
演習

地盤工学及び
演習

○土の物性学
岩盤及び地質

工学

道路工学

水理学Ⅰ及び
演習

水理学Ⅱ及び
演習

応用水理学 水工水理学 ○水理実験

河川計画学 河川・湖沼工学

海岸・港湾工学

○水資源工学 下水道工学 水処理工学
○水質調査法

及び演習

土木環境システ
ム工学

廃棄物工学

土木史及び概
論

土木計画学 景観工学

○交通工学 都市・交通計画

電気回路基礎 電子回路基礎 倫理と法規

熱サイクル概論
システム工学概

論
工学経済分析

一般科学 冷凍・空調概論

機械材料概論 機械加工概論

必修科目 選択科目
コンピュータ工

学概論

凡　　例

構
造
工
学
・
地
震
工
学

地
盤
工
学

水
工
水
理
学

土
木
環
境
シ
ス
テ
ム

交
通
工
学
・
国
土
計
画

国
際
工
学

土木工学科専門科目関連図

１　年 ２　年

土
木
材
料
・
力
学
一
般

３　年 ４　年

共
通
科
目

共通科目は，全分野共通の基本科目

環境コースの履修科目選択範囲（基本範囲）

建設コースの履修科目選択範囲（基本範囲）

 
図-4.1 科目関連図 
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表-4.5 土木工学専攻で開講されている講義科目 

授 業 科 目 単位数 科目担当者 

衛生工学特論 I 2 教授 工学博士 中村 玄正 

衛生工学特論 II 2 教授 工学博士 中村 玄正 

水工学特論 I 2 教授 博士(工学) 高橋 迪夫 

水工学特論 II 2 教授 博士(工学) 高橋 迪夫 

応用流体工学特論 2 教授 博士(工学) 長林 久夫 

地盤工学特論 I 2 教授 工学博士 森  芳信 

地盤工学特論 II 2 教授 工学博士 森  芳信 

土質工学特論 2 教授 博士(工学) 古河 幸雄 

コンクリート構造特論 2 講師 工学博士 三浦  尚 

構造力学特論 2 教授 工学博士 田野 久貴 

材料力学特論 2 教授 工学博士 田野 久貴 

橋構造特論 2 教授 博士(工学) 五郎丸英博 

耐震工学特論 2 助教授 工学博士 中村  晋 

水環境工学特論 I 2 教授 工学博士 西村  孝 

水環境工学特論 II 2 教授 工学博士 西村  孝 

土木史特論 I 2 教授 工学博士 藤田 龍之 

土木史特論 II 2 教授 工学博士 藤田 龍之 

交通計画特論 2 助教授 工学博士 堀井 雅史 

数理統計学特論 2 教授 理学博士 片山 善重 

テクニカル・ライティング 2 教授 工学博士 大濱 嘉彦 

知的財産 2 教授 理学博士 西出 利一ほか 

土木工学特別研究 I 4 前期課程担当教員 

土木工学特別研究 II 4 前期課程担当教員 

学位論文     

 
4.3 授業評価とファカルティー・ディベロップメント 

 

 図-4.2 には，平成 14 年度前期に実施された学生による授業評価結果について，土木工学

科と工学部全体の評価値の平均を示したものである．これによると工学部全体と比較して，

ほぼ同程度の評価を受けているが，目的の明確化，時間配分などにおいて低い結果となっ

ている．一方補講(演習・レポート)の項目に置いては若干ではあるが，学部全体より高い
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評価結果となった．いずれにせよ，これらの評価結果を今後の教授方法に役立てる必要が

ある． 

  
授業評価アンケート項目         

1.講義の目的が明確で，シラバスが十分である．    

2.全体としてよく準備された授業であり，教員の熱意を感じる．   

3.話し方が明瞭で聞き取りやすく，板書なども読みやすく適切である． 

4.この授業の私語・携帯電話などに注意し，静粛に保つ配慮がなされている． 

5.講義が興味深く，触発されることが多い．     

6.演習やレポートが設けられていて，その指導が適切である．   

7.授業時間外も含め，気軽に講義内容について質問できる．   

8.講義は予定通りの時間に行われ，シラバスに従って進行している．   

9.講義の内容をよく理解できる．      

10.講義の内容とレベルは期待通りである．     

11.この授業に対するあなたの受講姿勢を評価してください．   

 
教育指導能力の開発に関しては，各科目の担当教員がそれぞれ独自に努力していると考

えられるが，科全体として取り組みをしているわけではない．関連のある科目の担当者間

で授業内容の重複のチェック，連携をはかるなどの調整を行っている程度である．今後は

教授方法の改善に向けた学科全体としての取り組みが必要であり，場合によっては外部講

師による講演が必要になってくるであろう． 
 
4.4 学位の審査と授与 

 
 土木工学専攻における博士授与者数(課程・論文)の最近の動向を表-4.6 に示す．本専攻で

図-4.2　学生による授業評価結果(2002年度前期)
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は，過去 5 年間に 3 人(すべて日本人)に博士を授与しており，その内訳は論文博士が 3 分

の 2，課程博士が 3 分の 1 となっている．今後は博士授与者数を増やす必要があろう． 
 

表-4.6 博士授与者数の推移 

年 度 平成 11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年

総数 0 0 0 0 1 課程博士 
(内訳)日本人学生

留学生 
0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

1 
0 

論文博士 0 0 0 1 1 
 
4.5 卒業生の進路 

 

 表-4.7，4.8 に学部卒業者，大学院修了者の進路先を示す．これによると，年々公務員に

就職できる卒業生は減少しており，狭き門となっている．同様に土木系の民間企業である

建設会社，コンサルタントに就職している学生数も減少しており，不況の影響も相俟って，

建設業界全体が縮小傾向にあるのではないかと考えられる．これに対し，大学院への進学

者数は平成 11 年を除いては増加傾向にあり，大学としては好ましい傾向ではあるが，大学

院修了者の進路をみると学部卒と同様公務員，建設業界への就職は厳しい状況である． 
 

表-4.7 過去 5 年間の土木工学科卒業生の進路内訳 

進路先 平成 11 年 平成 12 年 平成 13 年 平成 14 年 平成 15 年 
進学(修士) 24 13 10 14 16 
国家公務員 1 2 1 1 0 
地方公務員 20 5 7 7 5 
建設会社 96 70 97 61 65 
コンサルタント 25 25 14 13 9 
鉄道 0 0 0 0 0 
その他 50 56 62 71 61 
 

表-4.8 過去 5 年間の大学院博士及び修士課程修了者の進路内訳 

進路先 平成 11 年 平成 12 年 平成 13 年 平成 14 年 平成 15 年 
進学(博士) 0 0 0 1 1 
国家公務員 0 1 0 0 0 
地方公務員 3 1 2 0 1 
建設会社 3 5 5 2 0 
コンサルタント 5 3 2 1 1 
鉄道 0 0 0 0 0 
その他 6 7 5 3 5 
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4.6 学生に対する支援 

 
(1) 奨学金 

 日本学生支援機構(旧日本育英会)による奨学金の貸与を受けた学生数の推移を表-4.9 に

示す．学部生の約 1/4，大学院生の約 1/3 が日本学生支援機構から貸与を受けており，学生

が勉学を継続する上で重要な役割を担っていることがわかる．なお，工学部では優秀な成

績の大学院生と 1 年生に対し，それぞれ工学部第 1 種，2 種奨学金を給付しており，学生

の生活支援を行っている．表-4.10 には工学部第 1，2 種奨学金を受けた学生数とその他の

地方公共団体，財団法人からの奨学金給付，貸与者数を示す． 
 
(2) クラス担任制 

 2 年次生以上には，土木工学科の教員が各学年 2 名ずつクラス担任として，学生の指導

に当たり，履修上の問題解決や生活上の問題に対する相談に応じている．さらに相談が必

要とする場合には，学部に設置されている学生相談室にて，日本大学インテーカー資格取

得教職員や専任カウンセラーによるカウンセリングを実施している．ただし，クラス担任

のメンバーは固定化されており，特定の教員に職務が集中しているという問題点がある． 
 

表-4.9 日本学生支援機構(日本育英会)による奨学金の貸与を受けた学生数 

 平成 11 年 平成 12 年 平成 13 年 平成 14 年 平成 15 年 
学部生 53 36 35 46 47 
修士課程 13 5 3 4 5 
博士課程 0 0 1 0 0 
 

表-4.10 その他奨学金を受けた学生数(工学部，公共団体・財団法人) 

 平成 11 年 平成 12 年 平成 13 年 平成 14 年 平成 15 年 
工学部第 1 種 
(大学院生・給付) 2 2 2 2 2 

工学部第 2 種 
(学部生・給付) 0 0 0 1 0 

公共団体・財団法

人(貸与) 1(給付) 2 2 3 3 

 
 
4.7 自己点検・評価 

 
(1) 人材受け入れ 
 土木工学科については，一時定員を割る事態が発生したが，その後諸事情があるにせよ，

定員を確保している．入試制度改革は 1 学科では不可能であるので，これら入学してきた

学生に対し，低学年から物理，数学に対する知識の補充，さらには土木工学の社会で果た
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すべき役割とその重要性についての知識と興味を持たせるゼミナールの存在は今後さらに

重要となってくるであろう．大学院については，さらに入学者を増加させつつ，勉学意欲

を増進させるような指導が重要であると考える． 
 
(2) カリキュラム 
 学部においては，JABEE で示された 6 つの柱を中心として，基礎から応用まで体系的

に履修することができるように配置してあるので，今後は各学生が理解できるような授業

形態，演習，試験の実施方法をどうするか学科全体で検討する必要があろう．授業内容に

ついては，学生による授業評価アンケートの結果を真摯に受け止め，さらには科目間の連

携を計りながら今後の授業に反映させていく必要がある． 
 
(3) 学位授与 
 博士については，課程，論文博士が最近の 2 年間に 1 名ずつ授与されているので，今後

も博士を輩出していくことが必要である． 
 
(4) 卒業生の進路 
 就職については土木系の求人の減少に伴い，建設関係の就職者数が減少しており，その

影響でそれ以外の職種に就職している学生が増加している．今後ともこの傾向が続くこと

が考えられるので，これを見据えた教育システムの検討が必要であろう． 
 
(5) 学生の支援体制 
 奨学金については，日本学生支援機構から貸与，あるいは工学部やその他の自治体から

の給付・貸与を受けている学生が相当数存在し，学生の生活環境を支える重要な役割を担

っているといえる．学生の修学上，生活上の様々な問題点についてはクラス担任や学生相

談を担当していただいているインテーカー，カウンセラーの協力を得て，今後とも快適な

環境で勉学に励むことができるような環境を作っていく必要がある． 
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日本大学工学部土木工学科
外部評価委員会補足説明資料

平成16年１２月２０日
日本大学工学部本館第二会議室

土木工学科
外部評価報告書作成WG



補足説明事項

 外部評価の位置づけ
 カリキュラムについて
 導入教育について
 就職指導について
 社会への還元について
 課題の整理



外部評価の位置づけ(1)
 大学の質の保証プロセスの義務化
　→学校教育法の改正(平成16年4月１日施行)
(1)自己点検・評価とその公表の義務化
　(学校教育法　第69条の３　第1項)
(2)文部科学省が認証した認証評価機関による
評価の受診義務(専門機関別:JUAAなど)

    (学校教育法　第69条の３　第2項)
(3)評価を受ける間隔　７年以内
　(学校教育法施行令　第40条)



外部評価の位置づけ(2)
＜JABEE(日本技術者教育認定機構)の背景＞
 技術者教育の質の確保
背景；技術資格の国際同等性(2005年，WA加盟)
　→学歴やCPDの関する規定の不足

＊認定されたエンジニアリング教育課程を修得を
していることの重要性 →これからの技術者に必
要な基本要件



外部評価の位置づけ(3)

＜JABEE受審の必要性＞
 技術者教育への教育プログラムの改善
 受審校が増加し，土木分野の教育プログラムとし
ての必要標準化

 認定後に得られる技術資格などのメリットが多い
　プログラム終了後；技術士補の受験免除
　　技術士補：FE対応，技術士　：PE対応
　    (国際コースの位置づけが極めて曖昧である)



外部評価の位置づけ(4)
・建設産業の収縮(公共事業主体)
      産業従事者　600万人(現在)→340万人へ
      大卒技術者　　20万人(現在) →?
 (仮に20万としても定員は7割へ:土木学会試算)
・３学部(理工学部，生産工学部，工学部)に４つの土木系学科
・新しい土木工学科の姿の構築
　新たな事業分野や人を中心とした社会への社会構造の変化へ
　→社会工学としての土木工学へ

Key words：土壌汚染対策法，景観法，CALS対応，ITS，高齢
化社会，環境・災害などへリスク対応とコスト評価

　→新たなる事業分野への期待(出口がなければ存在性がない)



カリキュラムについて(1)
-現行カリキュラムから平成17カリキュラムへ -

┘
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↓
┘

┘

㈻

┘

↓
┘

┘ ┘

┘ .
┘

現
行

平成17年
　以降

教員と直接ふれあう機会の増加 科目のスクラップアンドビルド
による特徴ある科目の構築

学科としての導入教育の強化



カリキュラムについて(2)
-技術者教育を指向した平成17年度カリキュラムの特徴-

┘

┘
よ . よ ..

┑ . ..
ス

よ ゝ ㊪
ふ 基礎プログラミング及び演習 ㈻

...

..

.

┘ .
┘

建設マネージメント概論
技術者倫理及び土木法規

環境対応
環境地盤工学
水質実験

防災対応
河川・砂防工学

地震工学(インターンシップも単位化)

IT技術対応
製図及び土木基礎CAD

応用土木CAD

地域対応
都市及び地域計画



カリキュラムについて(3)
-学年毎のクラス担任の役割-

1年次(総合教育科目群の教員2名)
 単位修得率の良くない学生への指導
2,3,4年次(専門科目教員が各年次２名)
 各期はじめに資料配付，基本履修指導など →必要性有り
 年次の成績集計，父兄への送付，事故などへの対応

→必要性有り
 単位修得率の良くない学生への指導 →必要性有り
課題
(1)最も重要な1年次の指導と専門学科の指導が関連しない
→1年から3年まで土木ゼミナールを設け，学生全員が専門教員とふれあ

うことができる
(2)役割(職務分掌)が不明(学則，学科内規にも明記されていない)



導入教育について(1)
＜入学前(各種試験で合格後)＞
 入学前教育レポート(各教科からのメッセージと
課題)→多くの学生が自分自身でできるレベル
か？

＜入学後＞
学部としての対応
 プレースメントテストによる習熟度評価に基づ
く，基礎の数学，基礎の物理，基礎の化学を実
施(非専門教員による導入教育)

 導入教育の趣旨：中・高校のカリキュラム削減
分を補う



導入教育について(2)
従来の課題
 習熟度の不足へは未対応
   (学科による未習熟度の程度が異なり，学部全
体としての必要性には至らなかった)

 物理を履修していない入学生(入試制度とし
て物理などを受験しなくてもよい) へ対応し
ていない．

学科での対応(H17年以降)
 土木基礎数学，土木ゼミナールI



就職指導について
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社会への還元について
-今後への基本的な考え方の例-

学会活動など通じた成果の社会還元
(日本全体のシステムへ)

既存の技術などの応用・適用

地域社会への成果の社会還元

地
域
の
人
々
へ
の
成
果
の
還
元

知識・情報
　の伝達
問題の解決

　         土木工学科
(社会工学科としての還元)

新
し
い
技
術
・
そ
の
種
の
開
発

ホームドクター

高い専門性・情報の要求

専門ドクター



教員の評価について
 企業は人なり
 教員に入社試験，採用試験はない

必要条件・専門性とその維持
　　　　・専門基礎(語学，数理など)の
　　　　　習熟

評価基準：第三者に
よる公正な評価

十分条件・適切な教育・指導
　　　　・適切な学科の運営への貢献
　　　　・社会還元

・継続的な査読論文や
　国際会議への投稿
・科研を含む競争的外部
　資金の導入等

・授業評価など
・学科内行事参加や種々の運営
　事項への貢献
・委員会や委託研究・奨学寄付金
　講演など

一般的な教員の要件例(当該学科の要件ではない)

授業評価以前に教員が襟を正さなければならない



課　題

 土木工学科の特徴づくり
　土木工学科の短中長期ビジョンの策定
　(key words:社会工学へ，地域との連携へ)
　　　教育としての特徴づくり
　　　研究としての特徴づくり
 教育改善システムの構築
 土木工学科の健全な運営システムの構築
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1. 外部評価による課題と今後の方針 

 外部評価委員会による土木工学科の評価は，以下の 2 段階で実施した．その中で，

工学部で実施した実地審査の評価では，学科に対する意見や提言と合わせて各項目の

水準についての評価も行った． 

(1) 自己点検書に基づく評価 

(2) 工学部で実施した実地審査に基づく評価 

 

 ここでは，その評価水準と上記２つの評価において，各委員が示した意見・提言を

課題として整理し，今後の土木工学科の運営・教育システムの改善の方針を示すもの

である．課題は，即刻対応すべき事項から，中・長期的な課題，さらに学部全体に関

連する問題など多枝にわたっている．さらに，いずれの課題も組織的な対応の枠組み

と役割を明確にすることを要請している． 

 学科としての実施すべき対応は，JABEE なども念頭におき，即刻対応すべき事項に

ついては具体的に示し，中・長期的な課題については，それへの対応の実施主体が明

確となるように示している． 

 次章に，自己点検書の項目にあわせた課題の整理と対応を示す． 
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２．課題と対応 

 

２．１ 教育目標・目的について 

 土木工学科の教育目標および目的についての総合評価は「やや優れている（総合評

価点：4.2）である．以下に得られた提言・意見および課題の整理とそれらに対する学

科の対応を示す． 

 

２．１．１ 意見・提言および課題の整理 

① 土木工学科の教育目標および目的については，おおむね妥当である．ただし，

JABEE 受審に際しては，教育プログラム，学習教育目標およびアドミッションポ

リシーの開示の時期が問題となるので，来年度当初には教職員，学生に周知し，

学生便覧，ホームページで公に開示すべきである． 

② 社会に貢献する土木技術者を育成するためには，基礎的技術以外に総合的土木基

礎技術，さらには他分野の技術も包括習得させる必要がある．したがって，以上

のようなことを教育目標の中に加えるべきではないであろうか．これにより，日

本大学工学部土木工学科が今後存続発展するための他大学との差別化につながり，

優位性(特色)を発揮できよう． 

③ グローバル化に対応できる人間像，地域社会や都市形成における土木工学の専門

的知識を有する社会人像，時代の変化の中で求められる技術者像などを明確に示

し，それに近づくための教育目標を具体化することが必要であろう．その一つと

して，どのような資格が取得でき，どのような職域で専門性を生かしていけるの

かを提示してはいかがか． 

④ 幅広い視野の上にしっかりした技術を持つ人材育成を目指してほしい． 

⑤ 今後社会に要請される土木技術者は総合的かつ他分野の技術を習得した土木技術

者であり，自然環境のみならず時代，地域，人間と共生できる技術者を育成すべ

きで，それを教育目標あるいは目的の中に明示すべきである． 

 

２．１．２ 対応 

1) 平成 17 年度入学生への JABEE 対応教育目標の開示は，学部要覧などで実施され

る．ただし，JABEE を受審するということを明確に示してはいない．学科として，

明確な規定のない状態での意志決定システムの不全が，そのような状態をもたら

しているため，2.3.2 節で述べているように学科における土木工学科教授会(以下学

科教授会と記す)，教室会議の運営内規などを明確にし，学生に対して JABEE を

受審する旨を明確に示す体制を早期に構築する．① 

2) 国際工学コース対応として３年次に設置されている他分野の学科目として，電気
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回路基礎，電子回路基礎はじめとして機械系や一般化学などがあり，他分野の知

識修得を行うことが可能である．ただし，それらは FE 対応の科目であり，土木技

術者として，どのような分野の知識が必要かという視点で設置されているとは言

えないため，次回カリキュラム改訂などへ向け 2.3 節で示す学科内の組織で検討を

行う．②，④，⑤ 

3) 取得可能な資格リストは，学部要覧にも示されており，１年次の入学当初のオリ

エンテ－ションや就職指導の過程で説明を行っており，父母の目にも触れるよう

計らっている．しかし，科目構成と資格との関係は明確になっていないため，そ

れについての資料などを開示できるよう教室会議内で検討を行う．③ 

4) 時代，地域，人間との共生できる技術者の育成が社会の重要な要請としてとらえ，

学科教授会，教室会議において学科の将来像についての方針を作成する上での重

要事項としたい．さらに，平成 17 年度以降の科目構成の中で対応可能な事項につ

いては，2.3 節で述べるように学科内の組織で検討を行い，今後カリキュラムで公

開する必要がある各科目の具体的到達目標，評価方法に反映できるようにする．

⑤ 
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２．２ 教員組織と学科運営 

 組織と運営に関する評価は普通（総合評価点：3.5）となっている．学科運営につい

ては「やや劣っている」とする厳しい評価もある．以下に得られた提言・意見および

課題の整理とそれらに対する学科の対応を示す． 

 

２．２．１ 意見・提言および課題の整理 

（１）  教員組織 

① 教員の専門分野に偏りがあるのではないか． 

② 教員定数に対し空席があるのではないか．教員の定数管理を遂行するとともに，

不足の場合には非常勤講師での補填が必要ではないか． 

③ 教育目標にある「自然環境の保全と共生」，「地域社会の視点」を獲得するための

教員配置，さらには外国語能力を高めるための人文・社会科学系の教員配置につ

いての方針が必要であろう． 

④ 教員の採用人事は，長期的視点に立って，専門分野，経歴，年齢構成や資格を考

慮し，他大学，政府関連研究機関，民間等から多様な人材を登用することが望ま

しい．そのためには，採用は一般公募を取り入れ，教員選考規定や内規，申し合

わせをし，文書化しておくのが望ましい． 

⑤ 実社会に対応したリアルタイムな技術者教育を実現するために，非常勤講師の採

用をはかる必要があるのではないか． 

 

（２） 学科運営 

① 社会構造が急激に変化する状況の中で，意志決定の迅速性，実効性は最も重要で

ある．これを実現するために，規約整備をして命令系統を明確にし，決議事項に

拘束性を持たせるようなシステムを徹底することを優先すべきである 

② 学科主任にある程度の権限を持たせることは，組織を円滑に運営するためには必

要である．これらを工学部長の了解の下，学科教授会で決定，実施すべきである． 

③ 努力したものが報われるような制度設計が必要である． 

④ 議論も重要であるが，決断と実行も大事である．学問の自由，研究の自由を尊重

しながらも，大学運営に当たっては，民間企業のように CEO，COO などの役割

分担を明確にし，スピードある経営が必要であろう． 

⑤ 学科運営に関わる事務職員は，どのような配置になっているのか． 

⑥ 就業規則の徹底や倫理規定，知的財産の所有や管理運営に関する規定や，対応が

急務． 
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２．３．２ 対応 

（１）  教員組織 

1)  採用時に適材適所を勘案して現在の教員が構成されてきたが，教員構成の偏り

は，近年の退職により生じており，中期的な課題として今後の教員採用時に対応

していく．① 

2)  教員の欠員分は本年度一般公募によって，1 名採用した．今後欠員が生じた場合

には，迅速な対応により充足することが必要である．それによって，現在，一部

の土木工学科教員が抱えている過度の授業負担を軽減できるので，教員補充につ

いては工学部へ積極的に働きかけ早急に取り組みたい．② 

3)  教育目標を達成するための教員配置は学科の将来像の有るべき姿の中で明確に

位置づけられる必要があるが，現状でそのような姿が明確となっていない．今後，

学科の将来像についての方針を示す過程で，教員配置についても明確にすべき事

項として必要検討事項に加える．現状では，土木工学科を中心として文部科学省

認可の学術フロンティア事業「環境保全・共生共同研究センター」を工学部内に

設置・運営していることや，国や福島県，県内市町村等の各種委員の構成員とな

っている教員が数多くおり，「自然環境の保全と共生」，「地域社会の視点」とい

う視点で活動されている教員もおり，ある程度教育目標と対応した教員配置とな

っているものと考えられる．③ 

4)  地域社会（住民）の方々には，社会資本整備に対する理解を深めてもらうため

に，毎年テ－マを決めて現場見学会と公開シンポジウムを開催している．③ 

5)  外国語能力を高めるためには，就職指導の一環として課外講座により外国人講

師による英会話講座を実施している．③ 

6)  教員人事については，今年度土木工学科として初めての教員公募を実施し，経

歴，年齢構成，資格を考慮して，1 名採用したところである．教員選考規定や内

規，申し合わせの文書化については，工学部と学科との整合性をはかりながら整

備するよう努力したい．④ 

7)  非常勤講師は測量関係でお願いしている．今後，学科内で対応できないマネジ

メント系の科目については非常勤講師をお願いする方向になる．⑤ 

8)  リアルタイムな技術者教育に対する外部講師（非常勤講師）の講演を，16 年度

にフレッシュマンセミナーで実施し，１７年度からは，土木ゼミナールⅠで非常

勤講師としてお招きして，継続して実施する予定である．⑤  

 

（２）  学科運営 

1)  学科運営については，学科教授会と教室会議の位置付け、それら会議の権限と

責任等が曖昧であったのを規約整備により，早期に明確にする．① 
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2)  学科主任の職権についても同様であり、いずれについても工学部と学科の整合

性をはかりながら中期的課題として検討していく．② ，④ 

3)  現在，文部科学省科学研究費補助金を獲得すると工学部より研究費補助として

の報奨金支援制度があるが，教育や研究の努力に対する報奨の制度設計について

は、短期的な課題として検討したい．③ 

4) 土木工学科では，必要に応じて小委員会（たとえば：カリキュラム改正検討委員

会や JABEE 検討委員会，外部評価検討委員会）や WG（たとえば：HP 作製 WG）

を編成して適宜対応している．しかし，いずれも内規などの運営規則のないまま

に実施されており，自主ボランティア組織である．学科運営の活動として明確に

位置づけることが必要であり，学科教授会および教室会議内で早期に運営内規な

どの明確化を行う．④ 

5) 学科事務は、学科に配置された事務専用の女性事務員(１名)および学務や管財担

当の教員が実施している．ここで，学科事務員は，その役割は明確になっていな

いものの，教員が担当している教務，管財等の補佐をしつつ，講義資料印刷，学

部事務と教員の連絡，外来者や外部からの電話対応などの庶務，学生への対応や

支援業務を行っている．今後，学科運営事項が多くなり，正確で系統的な事務処

理が必要となることから，学科事務員の役割の明確化が必要となり，学科教授会

で検討を行うことが必要である．⑤ 

6) 日本大学学則の中に就業規則が規定されており，土木工学科センターに整備され

て，教員がいつでも自由に見ることができる．⑥ 

7) 倫理規定として，セクシュアルハラスメント等の人権侵害についてのガイドライ

ンが制定されている．知的財産関連の管理・運営は，大学本部が運営している

NUBIC という組織で特許や技術移転を支援している．⑥ 
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２．３ 教育活動 

 教育活動に対する総合評価はやや優れている（総合評価点 3.7）である．ただし，

カリキュラムの構成科目，シラバスの充実度に問題ありとの評価を頂いた．以下に得

られた提言・意見および課題の整理とそれらに対する学科の対応を示す． 

 

２．３．１ 意見・提言および課題の整理 

(１） 学生の受け入れ 

① アドミッションポリシーの公開 

② AO 入試による効果の確認(同入試合格者の追跡調査) 

③ 受験生への広報活動の充実 

④ 卒業後数年で取得可能な資格と対応する科目の明確化 

(２） 教育カリキュラム 

⑤ JABEE で要求される科目の充実 

⑥ 時代のニーズにマッチしたコースの新設検討  

⑦ 実務・現場実習の充実と外部講師の有効活用 

⑧ 導入教育の継続的な充実 

⑨ 職業につくという倫理観の教育 

⑩ 維持管理，環境との調和・共生などと関連した科目の設置 

(３） 授業評価と FD 

⑪ 英語について，TOEIC500 点程度の達成 

⑫ 教員相互の教育方法改善を含む FD の具体的な展開方法の構築 

⑬ 授業の公開やその授業に関する教員相互の意見交換，オフィスアワーの設置 

⑭ シラバスの充実 

⑮ JABEE認定された大学教員の講演会の開催や JABEE審査講習会への教員の派遣

を実施し，審査経験者を育成する 

⑯ 他大学などの情報収集(工学教育協会，民主教育協会などに出席) 

⑰ 学生のアンケートの評価が低い項目への原因究明 

(４） 学生に対する支援  

⑱ 現場体験，さらに就職ガイダンスの早期導入 

⑲ 就職を支援する組織 

⑳ インターシップの取り組み 

 

２．３．２ 対応 

 教育方法の改善，シラバスの充実などの「授業評価と FD」に関する課題・提言へ

対応するために早急に学科内に教育改善委員会を設置する．加えて，平成 17 年度カ
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リキュラムへの提言をカリキュラムへ反映させるため，教育点検委員会も設置する． 

 それらの位置付けは図に示すとおりである．位置付けや役割を明確にするため，こ

れらの委員会と学科運営の内規などを早期に策定し，運用・機能させる． 

2 つの委員会での対応事項は以下のとおりとする． 

 

教育改善委員会 

1)  次年度以降のシラバスを JABEE 対応とするための検討の実施：⑭ 

2)  教員相互の教育方法改善を含む FD の具体的な展開方法の構築：⑫⑬ 

3)  受験生への広報方法の検討：③ 

4)  土木ゼミナール III におけるインターシップ対応の具体化：⑳ 

5)  現行の就職対応の見直しと改善(現場体験，さらに就職ガイダンスの導入などの検

討)：⑱⑲ 

6)  次期カリキュラムへ向けての提言：⑥⑪ 

 

教育点検委員会 

7)  平成 17 年度カリキュラムへ提言の反映に対する検討：⑦⑧⑨⑩ 

8)  卒業後数年で取得可能な資格と対応する科目の明確化：④ 

9)  学生のアンケートの評価結果の低い項目への原因究明：⑰ 

10)  JABEE への対応と情報収集(英語などのスコア改善なども含む)：⑤⑪⑮⑯ 

11)  AO 入試の目的の明確化と効果の確認(同入試合格者の追跡調査)：①② 

 

 

 

 

 

教育改善委員会 

 教育改善の 

 要望と点検 

教育点検委員会 
外部評価結果の報告と

提言，教育改善委員会

のチェック 

学生評価等 外部評価 
報告 

点検 

学科教授会／教室会議
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２．４ 研究活動 

 研究活動に対する総合評価はやや優れている（総合評価点:3.9）である．以下に得

られた提言・意見および課題の整理とそれらに対する学科の対応を示す． 

 

２．４．１ 意見・提言および課題の整理 

（１） 研究分野 

① 研究分野の偏り 

・自然災害，環境関係に重点を置いた陣容に魅力 

・港湾工学や鋼構造関係の研究がない 

② 特化した得意分野（例えば材料系，環境系，防災系，社会システム系）のアピー

ル 

③ 新たな専門分野，文理融合型の専門分野も必要 

 

（２） 研究体制の活力と向上 

① 学部研究費獲得に向けての学科としての組織的な対応 

② 研究専念期間の運用 

③ 外部資金による研究活動の継続的な積み重ねによる利益相反問題への対応 

④ 教員評価の新たな基準づくり，教育評価と研究評価の関連性 

 

（３） 研究成果の公表と報告 

① 主要学会の論文集への投稿奨励 

② 研究成果の積極的な公表と社会貢献実績の向上，受験生へのアピール 

 

２．４．２ 対応 

（１） 研究分野 

   研究分野の偏りについては，現在の陣容が魅力的である，是正すべきである，と

の両面の指摘があった．現状での研究分野をさらに継続的に強化，または是正する

には人的・資金的な投資が必要となる．さらに文理融合型の新たな研究分野を創設

するには教員の新たな採用を含めた検討も必要である．この問題に関しては，地域

社会の動向やニーズ，建設産業の将来を見通した学科の将来構想が必要であり，土

木工学科での中長期的な検討により対処する．①，②，③ 

 

（２） 研究体制の活力と向上 

1) 工学部研究費などの研究助成への申請は，個々の研究者が学部へ申請している．

今後は，学科の将来構想を基にどの研究分野に資金を投資し充分させていくかを
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土木教室で検討し採択率の向上を図る．① 

 

2) 研究専念期間の運用により研究レベルの向上が考えられる．現在，工学部研究費

の中に海外派遣研究員派遣費があり，この制度を利用して土木工学科でも数年に

一人の割合で海外において研究活動に専念している．また，この研究費には他研

究機関への国内留学制度があるが，土木工学科ではこれまでに運用されたことは

なく，今後，この制度の活発な運用を図る．しかし，これらは学外における研究

活動を支援するものであり，学内における研究専念期間を設ける新たな制度につ

いては，今後の検討課題である．② 

3) 外部からの競争的資金や委託研究費による研究活動では，利益相反問題が生じる

場合がある．工学部では産学連携を積極的に進めていることから，学部としてこ

の問題に対する自主的なガイドライン作成が必要であり，担当部署である研究事

務課と対応を図る．③ 

4) 教育活動と研究活動の双方が評価の対象となる．この評価は学部として統一した

基準で行われるべきものであることから，具体的評価項目については学科教授会

のなかで検討するとともに学部への要望を行う． 

    また，教員による担当科目数に偏りがあり，教育活動以外の時間で研究活動が

行われていることから，担当科目数の適正化を図り，教育活動と研究活動の評価

が行われるようにする．④ 

 

（３） 研究成果の公表と報告 

1) 査読付論文集への投稿や国際会議での発表を奨励するとともに，これに対する支

援体制づくりを土木工学科で行う．① 

2) 研究成果は主要学会，学内研究報告会，学術フロンティアに関連した発表会，公

開講座，産官学連携フォーラム等で公表しており，また，各研究者の業績はホー

ムページで公開されている．今後は，共同研究や委託研究の一覧も公表し，研究

成果と社会との関連性が分かるような学科ホームページを土木工学科が作成，定

期的に更新を行う．② 
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２．５ 教育研究施設・設備環境 

 教育研究施設・設備環境に関する総合評価は優れている（総合評価点：4.6）である．

以下に得られた提言・意見および課題の整理とそれらに対する学科の対応を示す． 

 

２．５．１ 意見・提言および課題の整理 

（１） 学習環境 

 ① 極めて恵まれた施設・設備を有する，さらに新棟へ期待 

 ② 身近な IT 教育が可能になる環境整備に期待する 

 ③ 実験用スペースの不足が問題 

 ④ 図書館の自習室（閲覧室）の座席数が若干足りない印象 

（２） 研究施設 

 ① 恵まれた研究環境をいかに効率的に利用して優れた成果を挙げるかが問われる 

 ② 好条件を活かした研究を望む 

（３） 全般 

 ① 老朽化した建物も見られキャンパスの総合的な環境整備計画が必要 

 ② 学生にとって日常空間であるキャンパスのさらなる快適性向上が課題 

 ③ 魅力的なキャンパスづくりや情報環境などの充実が必要 

 ④ JABEE 審査に際しては図書館の土木系英文専門誌のディスプレイに工夫が必要 

 

２．５．２ 対応 

（１） 学習環境 

１) 恵まれた環境を活かし教育方法などソフト面での拡充を図る．①，② 

    特に IT 化に関しては，教育改善委員会で議論を行い学科レベルでの教材拡充を

推進する． 

２) 学生実験室の拡充へ向け学内遊休施設の活用などにより確保を図る．③ 

３) 学科施設の有効活用を図り，学科レベルでの自習環境拡充を図る．④ 

（２） 研究施設 

 他大学，企業，行政などとの共同研究など対外連携強化の充実を図る．①，② 

（３） 全般 

１) 学科レベルでの施設計画，学部キャンパス計画への提言を行う．①，②，③ 

２) 学科レベルでの受診に向けた対応計画，学部へ要望していく．④ 
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２．６ 教育・研究予算 

 教育・研究予算に対する総合評価は優れている（総合評価点：4.5）と判断された．

校費や学内の研究助成金などの制度としての予算については平均点 4.8，外部資金の

導入については 4.2 である．以下に得られた提言・意見および課題の整理とそれらに

対する学科の対応を示す． 

 

２．６．１ 意見・提言および課題の整理 

(1) 研究支援体制の強化 

① 他大学と比べて，潤沢な教育・研究予算を活かすため，研究補助や外部の人材活

用による研究全般を支援する研究・事務部門の強化をはかる必要があり，そのた

めの人材配置とシステムを検討する必要がある． 

(2) 研究促進のための外部資金への積極的な応募 

① 科学研究費補助金や公的な競争的外部資金獲得への積極的な応募を奨励して，採

択数を増やす努力が必要である 

 

２．６．２ 対応   

(1) 研究支援体制の強化 

1) 恒常的な教育研究予算の校費は他大学と比較して少ない額ではないので，実験実

習費の一部あるいは学科共通経費の見直しを行い，学科内に原資を作り，教員か

らのプロジェクト予算申請あるいは教員の実績や活動状況によって予算配分す

るなど，教育研究の活性化への動機付けになるような対策を学科教授会において

今後検討していく．① 

2) 教育研究予算については，今後の減少が考えられるが，教育活動支援あるいは研

究活動支援の確立は必要不可欠な要件であるので，教育改善委員会および学科教

授会において，制度構築に向けて検討したい．① 

(2) 研究促進のための外部資金への積極的な応募 

1) 科学研究費補助金の採択や競争的外部資金の獲得に向けての改善を前述の教育

活動支援および研究活動支援の整備進展と合わせて努力したい．① 
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２．７ 社会との連携 

 社会との連携についての総合評価は普通（総合評価点：3.7）であり，研究成果の社

会還元においてやや問題ありとの指摘をいただいた．以下に得られた提言・意見およ

び課題の整理とそれらに対する学科の対応を示す． 

 

２．７．１ 意見・提言および課題の整理 

① 学会や委員会活動については実績があり，地域社会への貢献度はきわめて大きい．

この成果や実績を何らかの形で世間にアピールする工夫が必要である． 

② 公開講座やキャンパス公開などを含めた大学の地域社会への貢献は，単なるサー

ビスではなく，大学の格や質を地域の人々，特に高校生に理解してもらうための

ものであり，工学部のよい宣伝材料にもなる． 

③ 報道機関との関係は重要であり，常にニュースソースを提供する努力を続けるこ

とは重要である． 

④ 土木工学に関する技術移転の実績がないので，産業界での実用化に結びつく応用

研究にも積極的に取り組むという軌道修正が必要であろう． 

 

２．７．２ 対応 

1）成果や業績の地域社会への広告や宣伝のあり方やその方法，さらに土木工学のシ

ステムを理解させるような方法について，学科教授会および教室会議で考えてい

きたい．①② 

2) マスコミの有効な利用方法を学科教授会および教室会議で議論していきたい．③ 

3) ハザードマップ等を市民へ情報公開することなども技術移転と考えるが，技術移

転そのものが，土木工学に適していないように思われる．今後は，土木工学科と

して産業界を含む社会との連携を学科教授会および教室会議で議論していきたい．

④ 

 

 

 

 

 

 


